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これ
か

ら
の季

節

家
庭内

の食
品衛生は大丈夫 ?
こうして起こった

食中毒
昨年、都内では112件の食中毒か発生し

ました。そのうち13件は家庭の食事が原
因となっています。家庭での食中毒を防

ぐポイントをつかみ、食中毒の多発する
これからの季節に備えましよう。

あ
る
事
件
の
発
生
例

6
月
中
旬
の
天
気
の
良
い
日
曜
日
、A

さ
ん
親
子
4
人
は
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か

け
ま
し
た
。
朝
旱
い
出
発
の
た
め
、
朝

食
は
お
毋
さ
ん
手
作
り
の
サ
ケ
お
に
ぎ

り
を
車
の
中
で
食
べ
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
1
時
間
後
か
ら
全
員
が
次
々

と
吐
き
気
、
お
う
吐
、
下
痢
な
ど
の
食

中
毒
症
状
を
起
こ
し
た
の
で
す
。

連
絡
を
受
け
た
保
健
所
が
調
査
を
し

た
と
こ
ろ
、
家
族
全
員
の
検
便
と
残
っ

た
サ
ヶ
お
に
ぎ
り
か
ら
黄
色
ブ
ド
ウ
球

菌
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
起
こ
っ
た
の
?

当
曰
は
早
朝
の
出
発
の
た
め
、
朝
食

を
愕
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
お
母
さ
ん
は
、
前
日
の
夜
の

う
ち
に
、
焼
き
サ
ケ
を
手
で
ほ
ぐ
し
、

ご
飯
と
混
ぜ
て
、
サ
ヶ
お
に
ぎ
り
を
作

っ
て
お
き
ま
し
た
。
こ
の
お
に
ぎ
り
は

出
発
ま
で
一
晩
中
食
卓
の
上
に
置
か
れ

て
い
た
も
の
で
、
さ
ら
に
食
べ
る
ま
で

の
間
も
2
時
間
ほ
ど
、
暖
か
い
車
内
に

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

原
因
は
、
手
指
に
付
着
し
て
い
た
黄

色
ブ
ド
ウ
球
菌
が
お
に
ぎ
り
を
汚
染
し
、

さ
ら
に
室
温
に
漿
か
れ
て
い
る
間
に
菌

が
増
殖
し
た
た
め
に
、
食
中
毒
を
起
こ

し
た
の
で
す
。

事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
は
、3
つ
の
原
則
(図

を
参
照
)
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
し
っ
か
り
マ

ス
タ
ー
す
れ
ば
、
家
庭
で
の
食
中
毒
を
ゼ
ロ
に

で
き
る
こ
と
は
間
違
い
な
し
で
す
。

黄色ブドウ球菌とは

手
の
傷
や
荒
れ
、
鼻
の
下
、

に
き
び
な
ど
に
存
在
す
る
菌

で
、
主
に
苹
か
ら
食
品
を
汚

染
し
ま
す
。
菌
が
食
品
の
中

で
増
え
る
と
き
に
エ
ン
テ
ロ

ト
キ
シ
ン
と
い
う
毒
素
を
作

り
、こ
れ
が
お
う
吐
や
下
痢

な
ど
の
屁
状
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
こ
の
t屎

は
熱
に
強

い
た
め
、
一
度
作
ら
れ
て
し

ま
う
と
、
煮
て
も
焼
い
て
も

壊
れ
ま
せ
ん
。

ポイント
1

細菌をつけない
事例にあげた黄色ブドウ球菌 の

場 合はも ちろん。食中毒予防には 食中
毒菌を 付けないことが最も重要です。そ

のために は、

◎ 手指や器具などの洗浄消毒をする
◎ 手指に傷や化のうしたところがあ
る場合は、調理の際に食品に直接
触れない

◎ おにぎりはラップに包んで握り、
直接手で触れないようにする

ポイント

2
細菌を増やさない
O157 を除き、一般の食中毒は、
細菌が増えな ければ、食中毒になる
危険性が下がり ます。黄色ブド ウ球
菌も、増え なければ毒素を作るこ と
ができません。そのためには、

◎ 調理し てから食べる まで の時
間をなるべく短くす る

◎ 冷蔵する場合は10℃以下 、温
めておく場合は( FC 以上とし、

菌に増殖する機会を 与え ない
◎ 弁当は作 つたら 涼しい とこ ろ
で保管し、早 めに食べる

ポイント

3
細菌を殺す

◎ 食品を加熱する場合は、中 心部
まで十分熱を通す ※ 特にブド ウ
球菌の場合は、菌が増え る前に加
熱殺菌することが大切で す

食中毒なと食品衛生に関する
お問い合わせは
足立保健所 食品衛生係

8855- 4399( 直通)
千住保健所 食品衛生係

3888- 4277

足立区議会
議長・副議長決まる

5 月13日に足 立区議会臨時会が閧か

れ、議長に藤沼壮次議員(自由民主党)、

副議長に谷中慶子議員( 公明箔 が選出

されました。

藤沼壮次議長谷中慶子副議長

6
月
2
0
日
(
日
)
、
足
立
区
長
選
挙

投
票
時
間
　
午
前
7
時
～
午
後
8
時

「
大
切
な
区
政
参
加
の

こ
の
一
票

」

□
投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
条
件
す
べ

て
を
備
え
て
い
る
方
で
す

①
日
本
国
民
で
年
齢
満
2
0
歳
以
上
で
あ

る
こ
と
(

昭
和
5
4
年
6
月
2
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
)

②
平
成
1
1一
年
3

月
つ
一

日
ま
で
に
足
立
区
に
転
入
届
を
済
ま
せ

、

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
こ
と

□
投
票
日
当
日
に
用
事
の
あ
る
方
は
不

在
者
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

不
在
者
投
票
は
、
区
役
所
・
千
寿
小

学
校
・
教
育
研
究
所
の
こ
カ
所
で
行
い

ま
す
。

受
付
期
間
等
川
下
表

□
足
立
区
長
選
挙
の
投
票
所
入
場
整
理

券
は
6
月
1
4
日
か
ら
郵
送
し
ま
す

入
場
整
理
券
は
、
投
票
所
で
選
挙

入

名
簿
と
の
確
認
作
業
を
円
滑
・
嗄
実
に

行
う
た
め
に
交
付
し
て
い
る
も
の
で
す

。

こ
れ
が
な
い
と
投
票
所
に
入
場
で
き
な

い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
場
整
理
劵
を
万
一
紛
失
し
た
り
、

届
か
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ぱ
俔
票
で
き
ま

す
。
投
票
所
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
日
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

足立区長選挙不在 者投 票所等

いずれも時間は、午前8 時30分～午後8 時

6
月
1
2
日
(
土
)
、
庁
舎
ホ
ー
ル
・

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
お
休
み
し
ま
す

6
月
1
2
日
(
土
)
は
、衛
生
害
虫
駆
除
の

た
め
、
区
庁
舎
全
館
岑
鬩
館
し
ま
す
。

当
日
は
、
庁
舎
ホ
ー
ル
、
区
民
ロ
ビ
ー
、

駐
車
場
、
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
も
ご
利
用

蓄
蚤
せ
ん
。

問
先
日
庁
舎
管
理
課

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

今号の主な内容

2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
介
護
保
険
Q
&
A
/

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健

康
術
/
足
立
銭
湯
の
日

4
・
5
面
▽
荒
川
の
整
備
/
訪
問
　
小
台
処
理
場
/
学
校
ア
ル
バ
ム

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
掲
示
板
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
み
ん
な
の
ペ

ー
ジ
/
竹
ノ
塚
駅
放
置
自
転
車
禁
止
区
域

8
面
▽
▽
▽
い
こ
い
の
場
所
を
た
ず
ね
て
/
花
だ
よ
り
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区内中小企業支援啓発標語 足立区で　買おう　食べよう　頼もう



1999 年( 平成11 年) 6 月10 日あ だ ち 広 報第1242号 ( 2)

保
健

福
祉
ガ
イ
ド

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

3
級
課
程
(
第
2
回
)
夜
間
コ
ー
ス

日
程
日
7
月
1
0日
1
8

月
冱
日

対

象
川
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
こ

と
を
希
望
す
る
方
お
よ
び
既
に
働
い
て

い
る
方
で
、
講
習
期
間
中
全
日
を
通
し

て
受
講
で
き
る
区
民

定
員
日
6
0人

(一
般
分
3
0人
、
家
政
婦
紹
介
所
等
推

薦
分
3
0人
)

※
一
般
分
の
公
開
抽
選

を
1
月
2
4日
閑
、
午
前
1
0時
か
ら
区
役

所
3
階
3
0
1会議
室
で
開
催
(
出
席
の
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
)
。結
果
は
全
員
に
通

知

費
用
日
7
千
2
0
0円(
テ
キ
ス
ト
代

5
千
2
0
0円

、
実
習
費
2

千
円
)

申
込
日
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

職
業
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
「
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
受
講
希
芦

と
明
記

期
限
目
6
月
2
1
日
必
着

※

複
数
応
募
は
無
効

申
先
目
高
齢
福
祉

計
画
係

〒
閇一
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

場
・
問

先
日
在

宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

通
所
者
募
集
お
よ
び
相
談
案
内

□
通
所
者
募
集

脳
卒
中
や
事
故
、
難
詞
な
ど
で
身
体

が
不
自
由
に
な
り
、
リ
(
ビ
リ
訓
練
を

希
望
ず
る
方
に
次
の
よ
う
な
訓
練
を
行

つ
て
い
求
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
日
1
5歳
以
上
で

心
身
に
障
害
を
£
持
ち
の
区
民
(
お
お

む
ね
6
5歳
ま
で
)

訓
練
内
容
日
身
体

全
体
の
機
能
を
最
大
限
に
生
か
す
リ
(

ビ
リ
訓
練
/
言
語
訓
練
/
再
発
防
止
の

た
め
の
健
康
管
理
/
冢
事
・
更
衣
・
入

浴
な
ど
の
勦
作
訓
綵
/
補
装
具
・
皀
助

具
な
ど
の
紹
介
や
作
成
/
外
出
訓
練
や

交
通
機
関
利
用
訓
練
/
手
芸
・
陶
芸
な

ど
趣
抜
閧
拓
/
就
労
に
向
け
て
の
援
助

※
送
迎
バ
ス
利
用
可

□
専
門
相
談

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士
、
看
護
婦
等
の
専
門
職
員
が
様

々
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

対

象
H
脳
卒
中
、
事
故
、
難
訶
等
で
障
害

武
起
茗
の
方
(
ま
た
は
そ
の
冢
族
)

内
容
H
身
体
機
能
に
関
す
る
相
談
/
言

語
機
能
、
聴
覚
機
能
に
関
す
る
相
談
/

補
装
具
、
自
助
具
に
関
す
る
相
談
/
福

祉
用
具
に
関
す
る
相
談
/
進
路
・
就
労

に
関
す
る
相
談
等

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
川
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
(

国
道
4
号
線
の
東
側
お
よ
び
千
住
地

区
)

　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
(
国
道
4

号
線
の
西
側
お
よ
び
宮
城
・
小
台
・

新
田
地
区
)

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

乳
幼
児
の
い
る
家
庭
の
方
ヘ

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

就
学
前
(
6
歳
に
達
し
た
日
以
降
厰

初
の
1
月
3
1日
ま
で
)
の
乳
幼
児
を
養

育
し
て
い
る
冢
庭
の
方
へ
、
保
険
診
療

に
よ
る
医
療
費
の
皀
己
負
枳
分
を
助
成

し
ま
す
。
た
だ
し
、―
歳
以
上
に
つ
ぃ

て
は
、
保
謾
者
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。

対
象
H
区
内
に
住
所
が
あ
り
、

国
保
や
社
会
保
険
等
の
医
療
保
険
の
加

入
者
(
生
活
保
謾
受
給
者
・
施
設
入
所

者
・
里
子
・
図
受
給
者
・
図
受
給
者
の

乳
幼
児
は
除
く
)

所
得
制
限
川
3
歳

に
な
っ
た
翌
月
か
ら
I
歳
に
達
し
た
日

以
降
最
朷
の
1
月
3
1日
ま
で
の
乳
幼
児

を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
は
、
次
の

と
お
り
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

▽
所

得
制
限
の
限
度
額
…
所
得
税
法
に
規
定

す
る
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親

族
等
の
人
数
に
ょ
り

、
限
度
額
が
決
ま
n

承

歹
(
表
1
)

▽
所
得
判
定
の
方

法
・・・
乳
幼
児
が
い
る
世
帯
の
主
た
る
生

計
維
持
者
(

父
袤
た
は
母

、
父
母
が
い

な
い
樊

ほ

養
育
者
)
の
平
成
9

年
所

髣
か
ら
各
種
控
除
(

表
2
)

を
盖
し
引

い
た
所
得
が
所
得
制
限
の
限
度
額
未
満

で
あ
れ
ぱ
、
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

※
所
得
と
は
給
与
所
蚪
者
に
っ
い
て
は

、

給
与
所
得
控
除
後
の
金
額

。
そ
の
他
の

所
筍
者
に
っ
い
て
は

、
収
入
か
ら
必
要

経
贄
を
控
除
し
た
金
額
を
い
い
ま
す

問
先
日
児
譌
医
療
係

表1　 所得 制限 額表2　 控除額一覧

高
齢
者
の
方
ヘ

医
療
助
成
等
の
ご
案
内

□
(
福
)
医
療
証
を
6
月
末
に
送
り
ま
す
　

誰

匹
療
証
が
7

月
1

日
で

切
り
替

わ
り
ま
す
。
現
在
鹽

医
療
助
成
制
度
を

受
け
て
い
る
方
で

、7
月
1

日
以
降
も

該
当
す
る
方
に
は

、6
月
末
に
新
し
い

医
療
証
を
郵
送
し
ま
す
。m
…一
年
中
の
所

得
が
基
準
を
超
え
た
方
に
は

、
消
滅
通

知
を
送
付
し
ま
す
。
届
か
な
い
な
ど
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

。

な
お

、
今
回
の
岔
医
療
証
の
有
効
期

隕
は

、
1
2
年
6

月
3
0日
毒

ほ
7
0

歳
の

誕
生
月
の
末
日
ま
で
で
す

。

□
老
人
医
療
制
度

7
0歳
以
上
の
方
は

、
皆
さ
ん
が
老
人

医
療
の
対
象
と
な
り
ま
す

。
一
定
の
障

害
を
お
持
ち
の
方
で
6
5
歳
以
上
の
方
も

申
請
に
よ
り
老
人
医
療
(

障
害
認
定
)

の
対
象
と
な
時
ま
す

。
一
定
の
障
害
と

は
身
体
障
害
者
手
帳
1

～
3

級
(
4

級

の
一
部
を
含
む
)
、
愛
の
手
帳
1
～
2

度
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
～
2

級
、
国
民
年
金
障
害
年
金
1
～
2
級
、

老
人
性
痴
ほ
う
症
に
ょ
る
認
定
を
受
け

た
方
な
ど
で
す
。

な
お
、
退
職
国
保
の
方
が
こ
の
手
続

奎
冥
れ
求
歹
弖

般
国
保
に
変
更
に

な
り
ま
す
の
で
ヽ
淦
意
ぐ
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
H
医
療
助
成
係

介
護
保
険
Q
&

A

第10回

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

Q
保
険
料
を
払
う
ほ
か
に
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き
の
負
担
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
?

A
1
割
の
利
用
者
負
扣
が
設
け
5
れ

ま
し
た
。

介
護
保
険
の
サ
1
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
、
原
則
と
し
て
か
か
っ
た
費
用
の
1

割
萱
倡
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
施
設
に
人
つ
た
場
合
は
利
用
料
の
L

割
の
ほ
か
に
食
費
の
一
部
や
日
常
生

活
費
奮
貝
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1
割
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
る

燮
巳
は
、
一
定
額
を
超
え
た
分
に
つ

い
て
、
申
誚
に
よ
り
、
後
に
区
市
町
村

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

※
こ
れ
を
高
額

介
護
(
支
援
)
サ
ー
ビ
ス
費
と
い
い
ま

す
ま
た
、
所
得
の
状
況
に
応
じ
て
、
自

己
負
担
額
の
上
限
や
食
事
代
な
ど
の
負

担
に
つ
い
て
低
い
限
度
額
が
設
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
求
す
。

な
お
、
要
介
護
度
に
応
じ
て
サ
ー
ビ

ス
費
用
の
限
度
額
が
決
ま
り
ま
す
。
し

か
し
、「
限
度
額
以
上
に
サ
ー
ビ
ス
を
増

や
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
方
は
、
限
度

額
を
超
え
る
費
用
は
全
て
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。

ま
だ
、
や
む
を
得
な
い
理
由
や
緊
急

の
場
合
な
ど
で
、
要
介
護
認
定
前
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
は
、い
っ

た
ん
全
額
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
、

申
請
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
要
介
護
度
に

基
づ
く
限
度
額
の
I
割
分
が
後
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

《
介
護
保
険
課
》

選挙豆知識

きれいな選挙はみんなの願い

政治家等の寄附は禁止されています

政治家 等( 立侯補予定 者を含む) が選挙
区内 の人に対し て寄附をするこ とは、いか
なる 名目でも禁止されてい ます。 寄附には
金銭だけ でなく品物も含ま れ、お中 元など
を 贈るこ とや、祭りでの寄贈なども でき ま
せん。有 権者がこれらを求めるこ とも 禁止
されており 、強要すると処罰さ れます。ま
た、 暑中 見舞い などのあいさつ状( 答ネしの
ため の自 筆によるものを除く) を出 すこ と
も禁止さ れてい ます。
「贈らない、 求めない、受け取らない 」が、
明るくき れい な選挙につながり ます。区民
の皆さん のご 理解とご 協力をお願いし ます。
問先= 選 挙管 理委員会事務局

あなたの相談室
場所= 区役所北館2 階
秘密厳守　費用= 無料
問先= 広聴相談係

3880- 5111 ㈹

※ 土曜・日曜・祝日はお休みです
◎ 住宅修繕をお考えの方へ、区内建築業者の連合団体を紹介し ています。電話でお
申し込みください

特別区制度改革

清掃シリ ーズ

「最終処分場」
ごみの最終処分

現
在
、
東
亰
2
3区
の
ご
み
の
最
終
処

分
は
東
京
港
内
に
あ
る
新
酊
面
処
分
場

(
1
0年
埋
め
立
て
閧
始
)
と
中
央
防
波

堤
外
側
埋
立
処
分
場
(
1
5年
埋
め
立
て

完
了
予
定
)
で
行
つ
て
い
ま
す
。

1
2年
4
月
の
清
掃
亊
業
移
管
後
も
、2
3

区
の
ご
み
の
最
終
処
分
は
、
都
が
設

置
管
理
す
る
最
終
処
分
場
に
搬
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

□
最
終
処
分
場
で
の
環
境
対
策

最
終
処
分
場
で
は
環
境
対
策
と
し
て

ご
み
l
m
に
5
0
mの
覆
土
聚
y
る
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
方
式
で
埋
め
立
て
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
。
①
ご
み
の
飛
散
防
止

②
ご
み
の
臭
気
拡
散
防
止

③
(
エ
な

ど
の
害
虫
の
発
生
防
止

湎
緩
迺
断

に
よ
る
火
災
の
発
生
防
止
な
ど
の
効
果

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
。
万
一
ご
み

が
飛
散
し
た
と
き
の
た
め
に
周
辺
に
ネ

ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
盒
毆
一し
て
い
る
ほ
か
、

罔
辺
水
面
の
清
掃
を
毎
R
行
つ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
防
虫
対
策
と
し
て
消
冐
車

に
よ
り
殺
虫
剤
を
散
布
し
て
い
ま
す
。

□
最
後
の
最
終
処
分
場
を
延
命
化
す
る

た
め
に

翦

面
処
分
場
は
、
東
亰
港
内
の
最

後
の
処
分
場
で
あ
り
、こ
れ
以
降
の
最

終
処
分
場
の
確
保
は
困
難
で
す
。

そ
の
た
め
、
①
可
燃
ご
み
は
舍
璽
焼

却
に
よ
り
体
積
を
約
2
0分
の
L
に
す
る

②
不
燃
ご
み
は
鉄
・
ア
ル
ミ
な
ど
の
資

蔗
を
回
収
し
、
細
か
く
砕
い
て
減
容
化

す
る

③
粗
大
ご
み
は
破
砕
し
、
鉄
分

を
回
収
し
た
後
、
焼
却
可
咄
な
物
を
清

掃
工
場
で
焼
却
す
る
な
ど
の
徹
底
し
た

減
量
・
減
容
化
に
よ
り
、
最
終
処
分
場

の
延
命
化
を
図
つ
て
い
求
す
。

隕
り
あ
る
最
終
処
分
場
螽
零
化
す

る
た
め
に
も
、
資
源
回
収
等
を
含
め
た

ご
み
の
分
別
や
ご
み
を
出
戈
な
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
ヘ
の
転
換
な
ど
、
ご
み
減

量
へ
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
豕
す
。

問
先
川
移
管
準
備
担
当
課
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保
育
園
児
募
集

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
訶
気
な
ど

の
理
由
に
よ
り
乳
幼
児
の
保
育
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
で
は

随
時
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
し
込
み

を
客
抖
け
て
い
ホ
歹
。
た
だ
し
、
年

齢
に
よ
っ
て
は
空
き
の
な
い
保
育
園
も

あ
り
ま
す
。

申
・
問
先
=
管
轄
の
福

祉
事
務
所
(
表
4
)

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
足
立
区
児
童
手
当

昨
年
、所
得
制
限
で

受
給
で
き
な
か
っ
た
方
も
確
認
を

□
児
童
手
当
お
よ
び
特
例
給
付

▽
謚

聿
当
:
出
生
届
を
出
さ
れ
た
方

や
区
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
で
、

受
給
資
格
に
該
当
し
、
ま
だ
誚
求
し
て

い
な
い
方
は
申
請
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
公
務
員
の
万
は
勤
務
先
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い

▽
特
例
給
付
:
庫
生
年
金
や
私
立
学
校

共
済
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
特

例
給
付
の
対
象
に
な
り
ま
す

受
給
資
格
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
l
歳

未
満
の
児
蚕
蚕
養
育
し
て
い
る
方

※

所
得
制
限
あ
り
(
表
3
)

手
当
月
額
日

児
莖
の
中
で
、
―
塋
蟲
の
児
音
が
一

人
目
・
二
人
目
の
と
瀲
ほ
5
千
円
/
三

人
目
以
降
の
と
き
は
1
万
円
。
な
お
、

請
求
の
髫
月
分
か
ら
支
給
の
対
象
″
な

り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
受
給
中
の
方
が
、

僉
耻
退
職
す
忝
な
ど
で
申
請
時
と
保

険
証
が
豕
わ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
つ
ど

手
続
き
が
必
要
で
す
　
※
昨
年
、
所
得

制
限
で
受
給
で
忝
な
か
っ
た
方
も
再
度

確
認
し
て
く
だ
さ
い

申
込
=
保
護
者

名
義
の
都
内
金
融
機
関
の
預
金
通
帳
(

郵
便
局
奮
衂
く
)
・
年
金
手
帳
・
健
康

保
険
証
・
印
鑑
を
窓
囗
に
持
参

□
足
立
区
児
童
手
当

受
紿
資
格
=
足
立
区
に
お
住
ま
い
で
、

満
―
歳
以
上
満
ヱ
塋
震
の
第
3
子
以

降
の
児
莖
(
た
だ
し
、
死
亡
児
奮
麥
吸

く
)
を
含
め
て
I
人
以
上
の
児
莖
を
養

育
さ
れ
て
い
る
方

手
当
月
額
=
1
万

円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

申

込
=
保
護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関
の

預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
啄
く
)
・
健
康

保
険
証
・
印
鑑
を
窓
囗
に
持
参

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
目
児
童
手
当
係
、
各
福
祉
事

務
所
(
表
4
)

表3　11 年度所得限度額
( 10 年中の所得)

※ 11年6 月分～12年5 月分の支給に適
用、扶養人数は10年12月31日現在

表4　 福祉事務所一覧

健
康
づ
く
り
は
食
生
活
か
ら

□
食
と
健
康
教
室
「
野
菜
た
っ
ぷ
り
、

お
な
か
す
っ
き
り
」

不
足
し
が
ち
な
野
菜
夸
上
手
に
取
り

入
れ
て
、
生
活
習
忸
病
を
予
防
し
ま
し

ょ
う
。

日
時
=
6
月
2
9日
㈹
・
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分
、7
月
6
日

㈹
・
午
軟
…一時
～
正
午

※
2
日
制

内
容
日
1
日
目
…
食
物
セ
ン
イ
の
も
つ

不
思
議
な
力
と
は
/
2
日
目
・
:便
秘
予

防
で
お
な
か
す
っ
き
り
体
操

定
員
=

3
0人

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
相
談
所

　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

□
調
理
体
験
教
室

料
聊
を
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康
づ
く
9

冨
え
る
教
室
で
了
。
親
し
い
仲
間

に
声
を
か
け
て
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。テ
ー
マ
別
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日
時
等
=
表
5

定
員
=

各
2
5人
(
先
着
順
)

費
用
=
各
3
0
0円

※
持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
攴
ん
・

垂
兄

・
筆
記
用
具

申
込
=
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス

申
・
問
先
日
足
立
保

健
所
栄
餐
指
導

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(

直
通
)

隰
(
3
8
5
6
)
7
2
3
0

表5　 調理体験 教室日 程表

※ いずれも時間は午後2 時～4 時

□
食
と
健
康
教
室
「
は
じ
め
よ
う
　
骨

太
レ
ッ
ス
ン
」

骨
夲
夭
く
丈
夫
に
す
る
方
法
を
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
=
6
月
2
2

日
㈹
・
午
後
L
時
3
0分
F
3
時
3
0分
、6

月
2
9日
㈹
・
午
前
9
時
3
0分
1
1
1時
3
0

分

※
2
日
制

内
容
日
1
日
目
…

カ
ル
シ
ウ
ム
を
食
べ
ぷ
つ
/
2
日
目
…

骨
を
太
く
す
る
体
操

定
員
=
2
5人

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
日
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

狂
犬
病
予
防
注
射
は
お
済
み
で
す
か

今
年
度
の
狂
犬
訶
予
防
注
射
を
受
け

て
い
な
い
犬
の
飼
い
主
の
方
は
、6
月

中
に
動
物
訶
院
等
で
必
ず
営
け
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
犬
を
飼
つ
て
い
る
が
、

ま
だ
登
録
し
て
い
な
い
方
は
、
厰
寄
り

の
保
健
所
、
保
健
相
談
所
、
区
民
事
務

所
ぶ
益
手
謦
筌
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
最
近
、
散
歩
中
に
放
し
飼
い

字

壽

が
多
い
矣

情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
飼
い
主
の
方
は
鎖
か
ら
放

さ
ぬ
よ
う
十
分
注
意
願
い
ま
す
。

問
先
=千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
=
7
月
1
日
困
、
午
後
L
時
3
0分

～
3
時
3
0分

対
象
目ア
レ
ル
ギ
ー
が

心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

内
容
・
講

師
=
「
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ぜ
お
き
る
の
・

ア
ト
ピ
ー
つ
て
?
」

小
田
嶋
安
平
氏
(

昭
和
大
学
病
院
小
児
科
医
師
)
/「
住

ま
い
と
環
境
」

保
健
所
環
境
衛
生
担

当

定
員
=
3
0人
(
先
苙
販
)

費
用
目

無
料

申
込
目
電
話

場
・
申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

8
0歳
ま
で
2
0本
の
歯
を
保
つ
た
め
、

歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い
求
す
。

節
目
健
診
に
お
け
る
歯
周
訶
予
防
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
た
方
お
よ
び
現
在
歯

ぐ
き
が
は
れ
て
い
る
な
ど
の
急
性
症
状

が
あ
る
方
は
受
診
で
煮
稾
せ
ん
。

□
4
0歳
か
ら
6
0歳
ま
で
の
方

期
間
=
杪一
年
3
月
3
1日
ま
で

場
所
H

区
内
実
施
歯
科
医
院

内
容
=
歯
周
病

等
の
歯
科
健
診

定
員
=
千
人
(
先
着

順
)

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名

ラ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月

日
、
年
齢
、性
別
、
電
話
番
号
、「
歯
周

病
健
診
希
芦

と
明
記

※
後
日
、
受

診
罘
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
保

健
予
防
係

〒
閇一・
8
5
1
0

中
央
本

町
―
-
1
7
-―

□
2
0歳
か
ら
3
9歳
ま
で
の
方

日
程
等
=
表
6

内
容
=
歯
周
病
等
の

歯
科
健
診
、健
康
教
室
、相
談

定
員
=
3
5

人
(
先
着
順
)

申
込
目
希
望
日
を

選
び
諏
零
逅
は
窓
囗
ヘ

表6　20 歳～39歳の歯周病健診

※ いずれも、受付時間は午後1 時15
分～2 時30分

ふ
せ
ご
う
!
糖
尿
病

目
や
腎
豕
な
ど
体
の
大
祟
な
と
こ
ろ

に
合
併
症
を
起
こ
す
穗
尿
詞
を
予
防
し

ま
せ
ん
か
。

日
時
=
7
月
7
日
團
・
1
4

日
團
、
午
後
L
時
3
0分
～
3
時
3
0分

※
2
日
制

対
象
=
経
過
観
察
中
の
方
、

肥
満
度
の
高
い
方
、
摺
尿
病
の
治
療
中

で
な
い
方

内
容
=
糖
尿
病
と
は
/
あ

な
た
の
食
事
、
大
丈
夫
?
/
壥
勳
に
つ

い
て
/
歯
周
訶
と
糖
尿
病

定
員
日
5
0

人
(
先
售
順
)

費
用
日
無
料

申
込
目

電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
相

談
所

　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

エ
イ
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

参
加
バ
ン
ド
募
集

エ
イ
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し

て
行
う
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
(
7
月
2
7

日
㈹
、
午
後
6
時
～

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
に
て
)
の
出
屓
バ
ン
ド
を
鳶
集
に
汳

す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考

申
込
日
電
話

期
限
川
6
月
1
8日

申
・
問
先
目
足
立
保
健
所
保
健
予
防
課

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
2
(

直
通
)

ワンポイント 健康術

【ジョ ギン グ でリ フレ ッ シュ 】

前回のウ ォーキン グ同様、手軽にいつでも 行え るジョギングはお
勳めの潘勣です。 ただし 、ジョギングはウ ォーキング と比べて体に
かかる衡撃やエ ネルギーの消耗が大きい ので 注意が 必要です。いき
なり ジョギングを するのではなく、ま ずは301) 歩くこ とから始め、
速く歩けるよう にな ったらジョギングにチ ャレン ジし てみまし ょう。

□ フ ォームのポイント
屑の力を抜き、 背筋

をまっすぐ伸ぱし まし
ょう
呼吸も腕振り同 様の

リズムで自然な形で 、
吐くことに意識して み
まし ょう
手は軽く握りこ ぷし

をつくり、ひじを 後ろ
に引きまし ょう
腰の位置を高く 保ち、

上下運動を朷え まし ょ
う

□ 楽しく、より快適に続
けるコツ
準儺・整理運勳をs れ

ずに( ストレ ッチなど)
仲間と会話を楽しみな

が らr にこにこペース」
のどが屬く前から水分

禰紿を忘 れずに
休養もトレ ーニングの

うち。3 日に1 度は休餐
日をもう けまし ょう
服装、 シューズ選びに

こ だわり まし ょう

◎ 記録表を付けると意 欲が増 します。下表を参考にし てみましょう

楽しく、長くジョ ギン グを 続けるための 記録表

《 体 育 課 》

6月22日は
足立銭湯の日
大人200円、中人(小
学生) 50円、小人(幼
児) 無料で区内の銭
湯が利用できます。
問先= 保健管理課管
理係

同
和
問
題
の
理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
8
)

同
和
対
策
事
業
特
別
措
匱
法
の
施
行

に
対
し
、
昭
和
5
6年
1
2月
に
出
さ
れ
た

国
の
同
和
対
策
協
議
会
の
意
見
具
申
は
。

一
応
の
評
価
を
レ
な
が
ら
£
)
、
一
方
で

生
活
環
埆
、
産
業
善
寰
な
ど
の
改
善
整

備
亊
業
が
な
お
数
年
蚩
賢
す
る
こ
と
や
、

結
婚
、
就
職
の
差
別
が
依
然
、
跡
を
絶

つ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
広
く
国
民
の
理
解
と
協
力
を

得
叭
れ
る
弍
な
新
し
い
法
律
を
制
定

す
る
こ
と
が
迴
当
で
あ
忝
巴
提
言
し
ま

し
た
。

こ
れ
を
4
a
て
、「
地
域
改
善
対
策
特

別
澀

慫

」
が
昭
和
5
7年
4
月
1
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
レ
た
。

こ
の
法
律
は
、
旧
法
が
施
行
さ
れ
て

い
た
1
3年
間
に
わ
た
る
成
果
を
踏
寥
兄

つ
つ
、
な
お
譽
ごれ
た
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
従
来
の
施
策
の
反
省
の
う
凡

に
立
っ
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
の
華
本
的
な
考
况
方
は
、

旧
法
と
同
じ
く
、
国
民
的
課
題
で
あ
る

同
和
問
題
の
根
本
的
な
解
決
を
目
標
と

し
た
同
和
対
策
毒
議
会
答
申
の
精
神
を

鷽
口
継
い
だ
も
の
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当
ヘ

戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
ヘ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

満
州
事
変
以
後
、
軍
人
・
軍
矚
・
準

單
剽
と
し
て
戦
闘
公
務
に
よ
り
戦
死
、

稾
ほ

、
そ
の
と
き
の
傷
病
が
原
因
で

死
亡
さ
れ
た
方
の
遺
族
で
、
次
に
該
当

さ
れ
る
方
は
特
別
弔
慰
金
の
請
求
が
で

き
ま
す
。

対
象
=
戦
没
者
死
亡
当
時

の
I
親
等
内
親
族
の
う
5
法
で
定
め
る

先
順
位
者
で
、
平
成
7
年
4
月
1
E
か

ら
一
1
1年
1
月
3
1
日
ま
で
に

、
遞
族
内
に

公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
等
の
受
給
権

者
が
い
な
ぐ
な
り

、
今
回
初
め
て
特
別

弔
酎
亟
の
受
給
権
を
得
た
方

支
給
金

額
=
2
4
万
円
(
6

年
償
還
国
債
)

請

求
期
限
日
1
4年
3

月
3
1
日

※
前
回

、

時
効
に
よ
り
失
檜
さ
れ
た
方
は
対
象
に

な
n
ま
せ
ん

申
・
問
先
日
民
生
係
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21世 紀につなぐ川づくり

荒川の整備を進めています
足立区t 西から東に流れていl 大河『荒川』。釣り、自然

観察。野球場・サッカー場を利用してスポーツをするなど、

多く叭人が荒川を訪れています、建設省や足立区ては、洪

水からまちt 守り、だれもが気軽に来て楽しM3 場所tM

ざして、荒川叭整備を進Mていま霄。

四
季
の
花
が
楽
し
め
る
虹
の
広
場

①
千
住
新
橋
緑
地

千
住
五
丁
目
地
先

七
色
の
カ
ラ

ー
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
と
祀

岷
で
紅
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
広
蜴
。
四
季

折
々
の
祐
が
楽
き

っ
に
、
水
と

・
縁
の
公
硅
か
花
岨
の
子
(

れ
を
し
て
い

ま
す
。
呑
に
は
菜
の
花
が
満
開
で
し
た
。

こ

れ
か
ら
、
カ
ン
ナ
の
花
に
噴
え
侍
え

を
予
定
し
て
い

ま
す
。

七
笵
7

月
に
は

、
4
1イ
ス
で

も
利
用

で
き
る
、
広
く
て
き
れ
い
な
公

衆
ト
イ

レ
か
笂
或
し
ま

す
。
こ
れ
は
刈
川
取
を

訪
れ
る
障
害
乙
や
高
齢
者
に
配
憊
し
・設

苣
す
る
も
の

。
今
ま
で
日
川
敷
に
あ
っ

た
ト
イ
レ
は

、
洪
水
の
と
き
撤
去
を
必

要
と
匚
だ
も
の
で
、
狹
く
て
段
差
が
あ

る
、
利
引

者
に
と
っ
ア
ほ
不
便
な
も
の

で
し
た

。
こ
宝

只

羔

を
見
直
し
、

新
し
く
設
置
す
る
も
の
は

聿
イ
ス
の
方

で

も
楽
に
出
入
り
で

き
る

、
囚
定
式
の

水
洗
ト
イ
レ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲ こ れから カ ンナ が見 ら れる 虹の 広場

景
色
が
楽
し
め
る
堤
防
に
大
変
身
!

②
西
新
井
橋
緑
地

梅
田
一・
三
・
四
丁
目
地
先

堤
防
の
頂
斜
々

ゆ
再

か
に
し

、
巾

イ
ス
で
も
利
用
で
癶
茗
ぶ

つ
ス
ロ
ー
プ

を
県
儕
。
こ
の

う
ち
1
5
0
mの
部
分
は
、

奥
行
き
1
.
9
mの

階
段
状
に
な
り
ま
す
。

今
年
の
3
月
か
蠢

禁
右

と
区
か
整
冊
-
2

年
2
月
か
完
成
予
定
。
そ

の
う
ち
階
段
状
に
な
る

部
分
だ
け
は
、

今
年
の
7

月
中
句
に
完
成
予
定
で

す
。

堤
防
の
と
は
、
カ
ラ

ー
舗
装
に
し
て

、

頑
甲
2
I
J

力
所
に
は
河
川
の
只
色
が

楽
尚

「
ビ
ュ
ー
ホ
イ
ン
ト
ー
か
で

淅
歪

す
。

▲ 堤 防の 一 部が この よ うな階 段 状に

▲「 ビ ュー ポイ ント 」 のイ メー ジ図

福
祉
体
験
ス
ポ
ッ
ト
完
成

③
扇
大
橋
福
祉
体
験
施
設

小
台
一
丁
目
地
先

「
福
祉
の

荒
川
づ
く
り
」
の
ひ

と
つ

と
し
て

、
建
設
竹
が

螯
酣
し
て
い
ま
す
。

こ
ら
罷

、
幅
n

、
路
面

材
吋
な
ど
が
違

う
ス
ロ
ー
プ
や
階
躱
な
ど
5
つ
の
厠
設

が
あ
り

、
車
イ
ス
や
艇
似
体
験
用
輿
を

使
っ
て

障
害
者
や
高
齢
者
の
皆
さ
ん
と

同
じ

立
場
に
な
っ
y
老

の
感
覚
を
体
験

岔

フ
と
い
う

も
の
。
こ
こ
で
の
体
験

を
通
し
て
、
高
齢
者
や
防
害
者
へ
の
い

た
わ
り
や
や
さ
し
さ

を
餐
い
。
同

時
に
介
護
方
法

を
学
べ
る
励
と
し

て
試
験
的
に
整
備
を
し
ま
し
た

。

建
設
省
や

区
な
ど
行
政
機
関
は

、

こ
の
蜀
瞻
で
の
体
験
兔

溢

の
公

綮
や
利
川
の
設
計
・
管
理
に
牛
か

し
て
い
く
こ
と
浜

考
る

に、い
ま

す
。
7

月
中
に
完
成
予
丐

私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
は

「
河
川
敷
を
き
れ
い
に
花
を
大
切
に
」

酉
新
井
襦
左
岸
の
河
川
敷
に
は

、
季

節
の
花
か
楽
し

め
蜃

化
畑
か
あ
ひ

豕
歹

。

こ
の
花
畑
は

、
荒
川
忿

化
か
大
好
き
な

人
か
災
ま
っ
た

。木
木
新
道
ク
ラ

ブ
」

の
方
望

天

れ
を
し
て
い
覃
7

。

こ
の
ク
ラ
ブ
か
で
き
た
の
は

、
今
か

ら
7

～
8

年
前
の
こ
と

。「
荒
川
を
訪
れ

た
人
が

、
私
た
ち
の
眄
て
た
花
奮
E
て

、

楽
し
ん
で

く
れ
る
こ
と
が
一
番
7

れ
し

い
で

す
ね

。
花
が
大
好
き
な
万
ご

緒

に
荒
川
回

化
を
育
て
刄
か
ま
せ
ん
か

」

と
・括
す
の
は

、ク
ラ
ブ
の
野
村
さ
ん
(
木

木
一
丁
目
)
。
夏
は
ヒ
マ
ワ
リ

、
秋
は
コ

ス
モ
ス
と
季
節
の
花
が
楽
し
り

心
そ
う

な
の
で

、
皆
さ
ん

、
ぜ
ひ
出
か
け
て
み

て

は
い
か
が
で
7

司

▲ 本木 新 道ク ラブ の皆 さ ん

▲ 毎 日 草 花 の 手 入 れ を 欠 か し ま せ ん

自
然
を
大
切
に

河
川
敷
ご
み
拾
い

千
住
新
橋
緑
地

4
月
2
9
ぼ

、
区
内
で
環
境
問

題
に
取

り

組
む

グ
ル

ー
プ

示

さ
な

ご
み
仲

問
」
が
中
心
呉

竹

、
荒
川
河
川
敷
の

ご
み
拾
い

が
行
わ
れ
ま
し
た

。

参
加
老
ほ

、
初
め
て
の
方
や
お
旱
き

ん
連
れ
な
ど
葯
3
0
人

。
主
館
名
代
表
の

梨
本
洫
ん
か
ら

『
環
境
問
廻
と
い
う
大

忝
な
観
点
よ
口
も

。
目
の
前
の

ご
み

を

ま

ず
栢
つ
て
み
ア
そ
こ
か
ら
考
え
る
こ

と

が
大
切
で
す
」
と
あ
い
さ
つ

な
の
り

ま
し
た

、
ご
み
拾
い
は

、
千
庄
新
橋
周

辺

岑
葯
L

時
間
か
け
て
行
わ
れ

。
た
ぐ

さ
ん
の
ご
み
が
集
ま
り
ま
し
た

。

ご
み
拾
い
の

暖
に
は
「
紙
(
古
紙
)
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

。

そ
の
後

、
西
新
井
橋
ま
で
の

自
然
観
察

を
行
い

、
自
然
の
大
切
枩

屬

忿

し
て

い
た
ぷ
っ
で

す
。

ご
み
拾
い

を
経
験
し
た
参
加

者
は

「
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
ご
み
を
捨
て
て
い

く
な
ん
て

。
実
際
に
ご
み
拾
い
を
し
て

環
境
問
題
の

大
切
さ
か
わ
か
り
ま

し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た

。

● 当 日 ご み 拾 い に 参 加 し た 皆 さ ん

荒川
ま め

知
識

左 岸・右岸

川岸の左右については、下流に

向かって左が左岸、右カi右岸にな
ります。西から東に流れる荒川は、
北側が左岸、南側が右岸です。

扇
福
祉
体
験
施
験
(
完
成
干
定
図
)

第
2
1回
足
立
の
花
火
大
会

今
年
も

、
恒
j

ん
で
1

万
発
の
花
火

を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い

。

日
時
卜
7

月
2
9
吁
困

。
午
後
7

時
1
5分
I
8

時
4
5

分
(

打
上
回
T

時
卻

が
)

※
荒
天

の
場
合
は
3
0日

嵐
に
順
延

場
所
卜
荒

川
河
川
取
(

千
住

新
橋
～
西

新
井

桾

閧
)ネ

オ
ン
サ
イ
ン
な
ど
の
消
灯
に
ご
協

力
を当

日
は

。
花
火
を
美
し
く
見
る
た
め

に

、
周
辺
の
不
オ
ン
サ
イ
ン
な
ど
の
消

灯
に
ご
協
力
を
お

願
い

し
ま
す

。

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
の
観
覧
禁
止

過
汞
に
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
よ

る
沈
没
事
故
や
面
突
に
よ
る
乗
員
の
転

落
事
故
が
傴
蚕

じ

た
。
警
察
か
ら
の

厳
し
い

指
導
も
あ
り
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ

ー
ト
で
の

観
覧
螽

正

し
て
い
ま
于

。

屋
形
船
で
の
観
覧
に
は
届
け
出
を

屋
形
船
の
船
主
枩

は

関
係
者
の
方

は

、
あ
シ
か
し
め
所
定
の
申
し
込
み
用

紙
で

お
申
し
込
み

く
だ

さ
い

。

期

限
H
6

月
3
0
日
困

申
・
問
先
卜
観
光

協
会
亊
務
局
(

産
笑
振
興
課
内
)

a
(
3
a
o
)
5
1
1
1

㈹

池
や
水
路
が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

④
江
北
橋
緑
地

小
台
二
・宮
城
一
丁
目
地
先

6
月
1

日
に
オ
ー
ブ
ン
し
た
こ
の

施

設
、
X

が
9

、
1
0
忽

茫

か
け
て

整
面

し
ま
し
た
。
野
球
場
2
面
、
球
技
場
―

面
が
水
路
、
草
地
な
ど
に
囲
ま
れ
て
お

り
、
自
然
の
中
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

に
な
っ
て
い
ま
す

。

ま
た

、
野
草
系
広
場
に
は

、
雨
水
が

た
ま
る

池
・
水
路
が
あ
る
の
で

、
多
目

的
に
利

用
で
孝
巫

飛

▲ 利 用 しや すい 公 衆ト イレ

▲ 雨が 降 ると 池に 大変 身

緊
急
の
と
き
、
物
資
運
搬
に
利
用

⑤
新
田
緊
急
用
船
着
き
場

新
田
二
丁
目
地
先

近
气

阪
神
・
淡
略
大
震
災
の
ぷ

つ

な
緊
急
り
と
き
の
対
応
策
や
地

球
環
境

閤
題
な
ど
で

。
舟
運
が
見
宍居

れ
て
い

更
鹿
浜
僑
尽
地
で
は

、
大
地
震
な
ど
の

災
害
の
と
き

、
復
旧
活
動
に
必
要
な
資

材
、
食
料
・
衣

弩

迴

ど
の

救
援
物
資

奩

揃

船
で
溷
ん
で
く
る
こ

と
が
で
き

る
船
晢

儡

の

整
備
を
し
て
い
ま
す

。

建
設
省
が
整
備
を
し
て
い
る
も
の
で

、

こ
の
6

月
下

旬
に
完
成
予
定
で

罵

▲ 新田 船 着き 場( 完 成予 想図)

こ
の
ほ
か
荒
川
の
整
備
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

公
園
緑
地
課
河
川
緑
地
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

荒
川
に
桜
街
道
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う

桜
守
植
樹
式
　
i
n
　足
立

5
月
1
6日

、(
仮
称
)
荒
川
ア
ー
チ
槝

左
岸
下
で

桜
の
苗
木
の
植
樹

式
が
行
わ

れ
ま
し
飛

荒
川
に
桜
街
道
を
呪
活
き

せ
ぷ
フ
と
『
荒
川
夕

合

ク
ラ
ブ
』
が

主
催
し
た
式
火
で
、
椏
を
鰕
ぶ

に寺

る

『
箆

寸
(
桜
の
誕
観
)
ご

荅

葉

し
、
1
5

組
4
5人
が
i

ぱ
れ
ま
し
た
。
騅
凡
た
桜

の
苗
木
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
里
帰
り
し

た
五
色
梳
を
秡
分
け
し
区
が
育
て
た
も

の
。
当
日
、
薤
倒
の
指
導
で

出
席
し
て

い
た
「
日
木
さ
く
ら
の
会
」
浅
m
さ
ん

の
「
来
年
に
は

花
が
咲
き
ま
す
よ
」
と

い
急

屁

、
桜
守
の
皆
さ
ん
は
笑
頭
い

っ
ぱ
い
刄

甲
木
笳
嘔
え
つ
け
て
い
奔

し

た

。

き
れ
い
な
花
が
咲
き
ま
す
よ
う
に

荒
川
の
自
然
の
魅
力
を
発
見
!

荒
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

5
月
8

日
、
荒
川
の
目
然
探
訪

官
楽

し
む
「
荒
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開

催
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

、
都
市
農
業

公
園
か
ら
J
R

浮
問
船
渡
駅
(

北
区
)

ま
で
の
8

㎞
を
気
贊

呈

く
歩
く
こ
と

が
で
孝

声
し
た

。
ふ
忝

な
ル
ー
ペ
で

叭

物
蠢
覗
し
た
り
、烏
9
曾
ず
n
を

圓
い
た
り
ぺ

荒
川
の
目
然
奮
佃喫
し

声
竝

。

▲ 地 図 を片 平に ウ ォー キン グ

▲ 小 さ なル ーペ で 植物 観察

緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を
退
治
し
よ
う

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は

、
毎
年
6

月
と
8

月
に
発
生
し

、
樹
木
に

被
害
を

も
夲

♀

亟

ま
で
す

。
越
冬
し
た
サ
ナ

ギ
が
白
い
小
瓷

分

に
な
っ
て

産
卵

し
、6

月
中
旬
に
卵

が
か
え
り
里
J

。
幼
虫
(

毛
虫
)

一
分

ナ
ギ
↓
成
虫
(

が
)

↓

産
卵
↓
幼
虫
渺
な
り

、8

月
に
2

回
目

の
被
害
が
出
惠
J

。6

月
に
完
全
に
退

治
す

れ
ば

、8
月
に
は
ほ
ど
兀

ど
発
生

」
な

い
の
で

、
早
め
の
手
当
が
大
切
で

す

。巣
の
見
つ
け
方

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は

、
葉
の

裏

側
に
毛
虫
が
群
が
っ
て
巣
を
つ

く
り
ま

す

。
初
め
は

、
葉
の
表
皮
だ
け
脊
残
し

て
食
べ
る
の
で

、
藥
が
萇
吁
で

琴
茂
る

恚

つ
に
な
り
ま
す

。
巣
の
や

り
に
駆
除

す
る
の
が

、
最
も
効
果
が
心

廓

咎

で

す

。
好
ん
で
卵
を
産
み
付
け
る
プ
ラ
タ

ナ
ス

、
桜

、
柿

、
柳
な
ど
を
お

持
ち
の

方
は

、
特
に
注
意
し
て

葉
の
裏
の
状
態

を
観
察
し
ア
く

だ
さ
い

。

巣
を
取
り
除
く
に
は

巣
を
見
2

麗

ら

、
そ
の
枝
葉
を
切

っ
て

、
す
ぐ
に
踏
み
つ

ぷ
し
て
ぐ
だ
さ

い

。
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は

、
一
斉

に
発
生
す
る
な
め

、
駆

除
も
地
域
で

一

斉
に
し

な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん

。
各
家

庭
の
樹
木
(

庭
木
)
に
つ
い
て
は

、
所

有
者
に
駆
除
の
貫
任
か

あ
り
ま

す

。
高

さ
が
5
m

以
上

口
恚

采

、
所
有
者
不

明
の
樹
木
な
ど

、
駆
除
が
困
齢
涎

場
合

に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

。
ま

た
、
学
校

、

公
園

、
街

路
樹
に
つ
い
ア
ほ

、
各
管
理

者
が
駆

除
し
ま
す

。
な
お

、
地
域
で
駆

除
す
る
場

合
は

、
各
区
民
事
務
所
で
薬

剤
と
動
力

爲

扈
零

貸

し
出
し
て
い
ま

す
の
で

、
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

問
先
卜
保
健
管
理
課
管
理
係

a
(
3
a
)
5
1
1
1

㈹

訪
問

小
台
処
理
場

3
7年
間
活
躍
し
て
い
ま
す

足
立
区
祢
覃
に
あ
る

小
台
処
理
慟
は

、

家
庭
や
工
場
か
ら

流
れ
込
む
下
水
夲
き

れ
い
に
し

、
そ
の

ぷ
を
川
に
戻
し
て
い

る
施
設
で
す

。
昭
和
3
7
年
に
浬
転
が
聞

娘
さ
れ

、
足
立
区

、
北
区

、
板
僑
区

、

豊
島
区
か
ら
集
め
た
下
水
を
処
押
し
て

い
ネ
7

。

川
や
海
を
き
れ
い
に
保
つ
た
め

こ
こ
は

、
雨
水
と
汚
水
を
同
じ
下
水

通
管
に
集
め
て

処
理
ず
る
合
沢
式
の
処

理
場
で
す
(
ほ
か
に

、
雨
水
と
汚

水
を

別
々
の
下

忠
心
管
に
集
め
る
分
硫
式
か

あ
り
ま
す
)
。集
め
ら
れ
た
下
水
は
い
く

つ
か
の
澡
化
の
行
程
か
堽
て

、
隅
田
川

に
放
流
す
る

夲
こ
、
汚
泥
と
に
分
け

り

れ
嵳
J

。

小
さ
な
小

さ
な
力
持
ち

あ
る
程
度
の
ゴ
ミ
を
取
っ
た
砒

、
祀

か
い

汚
れ
が
残
っ
た
下
水
呎

敲
終
段

階
で

き
れ
い
に
す
る
の
か

腋
生
初
の
仕

事

。
微

生
物
萱

ら
ん
だ
泥

が
、
細
か
い

汚
れ
を
取
り

込
ん
で
沈
殿

圦

す
い
か

た
ま
り
に
な

り
ま
す
。次

に
、こ
里

澄
み
の
き
れ

い
な
水
が
韵

惠
さ
れ
て

、
川
に
屬
さ
れ
ま
す

。
書
次

処
理

後
裳

分
を
多
く
含
ん
だ
汚
泥
に

は

、
占
紙
の
枌
を
混

ぜ
て
晩
水
し

、
数

十
分
の
一
の
重
さ
の
汚
泥
に
な
叮
亟
耄

こ
の
汚
泥
は
柾
却
さ

れ
て
灰
に
な
り

、

こ
の
灰
か
ら
公
圃
な
ど
に
脯
わ
れ
る
レ

ン
ガ
も
作
ら
れ
て
い
ま
す

。
占
紙
粉
を

活
川
す
る
と

、
俔
却
蒔
の
燃
科
や

晩
水

に
使
用
す
る
薬
品
が
削
減
で
き
ま
す
。

こ
の
古
紙
枌
を
使
っ
た
施
設
は
ホ
台
処

理
耨
で
初
め
て

導
入
さ
れ

、
ほ
か
の
処

理
塲
で
も
取
り
入
れ
穴

声
し
た

。

大
切
な
水
だ
か
ら

処
理
場
で

き
れ
い
に
な
っ
た
水
は

、

一
郎
は
川
に

放
流
さ
れ

、
一
郎
は
ピ
ル

の
水
洗
ト
イ
レ
田
水
に
と

、
そ
の
円
途

は
広
が
っ
て
い
圭

馬

下

水
処
理
場
は

、

限
9
9

溽
叙

で
勿

る
水
を

。再
利
用
す

る
た
め
の

、
い
わ
ぱ
水
の
リ
サ
イ
ク
ル

エ
場
な
の
で

す

。

問
先
日
小
台
処
理

湘
(

宮
城
2
-
1
1
4
)

魯
(
3
9
1
9
)
7
8
1

▲ 余分 な水 分を 取 り除 いた 汚 泥

▲ こ の 皿 地 の 中 を 流 れ て 、 下 水 が き れ い に

学
校
ア

ル

バ

ム

綾瀬小学校
綾瀬3- 12- 15

【
教
育
目
標
】

人
間
尊
重
の
精
神
を
茎
調
と
し

、
国

際
化
時
代
に
対
応
で
糞
る

、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
人
間
性
蓉
か
な
児

童
の
育
成
を
め
さ
し

、
次
官

つ
の
目

標
膏
設
定
す
る

。

・

考
え
る
子
(

進
ん
で
学
習
し

、
思
考

力
に
覃
み

、
創
造
性
豊
か
な
子
)

・
豊
か
な
子
(

礼
衰
正
し
ぺ

憮

レ
い

思
い
や
り
を
も
ち

、
美
し
い
環
境
を
愛

す
る
子
)

・
強
い
子
(

た
く
ま
し
い
罌

苔

体
力

を
も
っ
て
目
標
に
向
か
っ
て
最
後
ま
で

や
ひ
ぬ
ぐ
子
)

【
沿
革
】

▽
昭
和
3
4
年
5
月

弘
道
小
学
校
分
校

と
し
て
開

校

▽
昭
和
3
7
年
4
月

稜

瀬
小
学
蟐

と
し
て

竚
雕
開

校

▽
昭
和

麗
T

月

央
加
平
小
学
校
分
離
開
校

▽
昭
和
5
1
年
4
月

東
綾
瀬
小
学
校
分

離
開
校

▽
昭
和
5
2
年
2
月

東
京
都

小
学
校
体
育
研
究
会
研
究
協
力
校
公
開

発
表

▽
昭
和
5
2
年
H
月

日
本
学
校

体
育
研
究
運
合
会
保
佩
邱
育
優
良
校

▽
平
成
4

年
a
月

創
立
3
0周
年
記
念

▽
平
成
1
1
年
1
月
末
現
在

卒
業
生
総

数
6

千
3
4
6人E
>

平
成
n

年
5
丹
現
在
2
5

学
級

、
児

重
数
8
7
1人

【
佐
藤
綾
俊
校
長
先
生
か
ら
】

本
校
は
区
で
児
童
数
が
一
番
多
い
小

学
校
で
す

。
子
ど
も
た
ち
ほ

。
め
り
ほ

り
の
き
い
た
行
動
が
と
れ

。
明
朗
で
何

事
に
も
一
生
懸
命
に
頑
張
る
y
左

が
で
*

る

素
晴
ら
し
さ
を
痔
っ
て
い
ま

す
。

東綾瀬中学校
綾瀬3- 23- 14

【
教
育
目
標
】

人
間
尊
重
の
教
育
を
県
偃

に
し
て

、

こ
れ
か
ら
の
変
化

す
る
社
会
に
主

体
的

に
対
応
し
て

生
き
て
い
く
た
め
の
册
か

な
人
間
性
や

、
た

く
声

し
い
心
身
の

育

成
膏

の
ぎ
し

、
次
の
目
標
を
汚

谷

。

・
自
ら
学
び

、
進
ん
で
努
力
す
る
生
徒

・
他

を
思
い
や
り

、
礼
儀
正
し
い
生
徒

・
正
し
い
判
断
力
を
痔
ち

、
心
身
と
も

に
健
豕
な
生
徒

【
沿

革
】

▽
昭
和
3
9
年
4

月

第
十
一
中
学
校
よ

り
東
映
瀬
中
学
校
と
し
て

盆

開

校

▽
昭

和
4
3年
4

月

心
璋
学
級
設
置

▽
昭

和
5
3年
1
2
月

文
部
省
教
育
課
程

研
究
指
定
校
研
究
発
表

「
敢
か
な
儕
操

と
生
活
の
意
欲
を
鬲
や

る
学
年
・
学
級

経
営
の

あ
り
方
」

▽
昭
和
6
1
年
1
0
月

文
部
僭
指
定
中
学
校
生
徒
指
導
総
合
推

進
校
研
究
発
表

「
社
会
性
を
伸
長
す
る

た
め
の

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
疋
蔡
を

目
指
し
て
」

▽
平
成
5

年
H
月

創

立
3
0
周
年
記
念

▽
平
虞
H

年
3
月
末

現
在

卒
業

缶
総
数
8

千
2
7人

▽
平

鴟
1
1
年
5
月
現
在

普
通
1
5
堡
獣
・
心

障
2

学
級

、
生
徒
数
5
5
0人

【
今
井

絃

校
長
先
生
か
ら
】

贖
瀬
駅
東
口
で
下
車
し
椏
或
木
を
歩

く
y
y

了
分

。
東
綾
瀬
公
園
の
花
と
緑

に
囲
ま
れ
た

本
校
は

。
都
立
武
遐

館
に

隣
接
し
て
い
ま

す
。
毎
日
の
授
業
に

、

敢
課
後
の
部
活
動
に
子
ど
石

た
ち
の
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
明
る
い
声
が
こ
だ
声

崟

す

。
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く
ら
し

の
情
報

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
・
年
金

こ
ん
な
と
き
は

手
続
き
が
必
要
で
す

国
民
健
謨
保
険
へ
の
加
入
や
、
や
め

る
手
続
き
は
自
動
的
に
は
で
孝
ま
せ
ん
。

表
1
に
該
当
す
る
方
は
、1
4日
以
内
に

届
け
出
全
畜
疂
て
ぐ
だ
さ
い
。

※
必
要
害
類
や
手
続
き
場
所
に
つ
い
て

は
鄒
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

表1　 手続きが 必要なとき

「※」は国保加入者のみ対象

国
保
資
格
を
失
っ
た
方
は

保
険
証
の
返
却
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
会
竍
晨
劈
曾
に
よ
り
国
保
の
資
格

を
畏
失
し
た
場
合
、
手
続
耋
咒
な
い

求
ま
資
格
の
な
く
な
っ
た
保
険
証
を
使

い
保
険
診
療
の
給
付
を
受
け
る
と
、
後

日
区
が
負
担
に
だ
7
割
相
当
を
返
還
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

資
格
喪
失
届
と
保
険
証
の
湎
遠
手
続

き
を
、
す
み
や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
国
民
健
簗
保
険
課
保
険
給
付
係

国民年金の年金額が
改定されました

年
金
額
は
、‥
H年
4
月
分
か
ら
表
2

の
と
呑
リ
引
翳
こ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
支
払
い
は
6
丹
分
(
老
齢
福

祉
年
金
は
8
月
分
)
か
ら
、
新
し
い
金

額
に
な
り
ま
す
。
問
先
=
国
民
年
金
課

給
付
係

表2　11 年度年金額

ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
ど
冫
し
て

も
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
方
は
、
一

定
期
閧
の
納
付
痴
£
休
み
T
る
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。
印
鑑
・
年
金
手
帳
ま

た
は
納
付
墅
螽
蔘
し
、
国
民
年
金
課

ま
た
は
、
区
民
事
務
所
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
学
生
の
万
で
免
除
を
希
單
す

る
場
合
は
、
必
要
書
類
が
違
い
求
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

先
=
国
民
年
金
課
保
険
料
係

教

育

就
学
相
談

杪一
年
4
月
小
学
校
に
入
学
予
定
で
、

心
身
に
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
に
つ
い
て
の
就
学
相
談
を
行
っ
て

い
李
す
。
教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た

ら
よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相

談
貝
が
相
談
に
応
じ
碁
ヂ

。
日
時
=
毎

週
月
腥
日
～
金
啀
曰
(
祝
日
を
除
く
)
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所
就
学
相

談
扣
当

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

足
立
区
奨
学
生
募
集

1
2年
4

月
か
ら
の
足
立
区
奨
学
生
(

侯
補
者
)
を
募
集
し
樂

す
。

対
象
=

次
の
要
件
を
f

べ
て
満
た
し
て
い
る
方

・・・
区
内
に
引
き
続
き
L
年
以
上
居
住
し

て
い
る
/

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
で
同
種
の
学
資
金
奮
は
か
か
ら
借

り
受
け
て
い
な
い
/

都
内
ま
た
は
通
学

可
能
な
近
県
に
所
在
す
る
大
学
・
高
等

学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
(

修
業
年
限
2

年
以
上
の
専
門
課
程
お

よ
び
大
学
入
学
資
格
を
得
叭

れ
る
修
業

年
隕
3

年
以
上
の
高
等
葆
程
)
に
入
学

を
予
定
し
て
い
る
(
在
学
中
も
可
)
/
学

業
臈
績
が
良
好
な
方

募
集
予
定
人
員

と
貸
付
額
=
表
4

期
限
=
6

月
3
0日

申
込
=
区
立
中
学
3

年
生
は
各
中
学
校

。

そ
の

他
の

方
は

学
務

課
振
興
係

問

先
=
学
務
課
振
興
係

表4　 募集予定人員と貸付額

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
さ
れ
る
方
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
(
7
月
募
集
分
)

ご
み
減
覃
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、

集
に
}み
処
理
巒
素
ほ
コ
ン
ポ
ス
ト
化

容
器
の
購
入
費
の
一
部
(
購
入
価
格
の
1
/
2

、
上
限
は
1
万
円
)
黔
価
箭
し

ま
す
。

対
象
=
区
内
在
住
で
1
年
以

内
に
助
成
を
羮
け
て
い
な
い
方

台
数
=
4
0

台
(
L
世
帯
L
台
、
抽
選
)

申
込
=

ハ
ガ
キ
に
「
生
ご
み
処
理
機
購
入
費

補
助
金
申
請
」、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、電
話
番
号
、購
入
予
定
機
種
お
よ

び
メ
ー
カ
ー
名
、
購
入
予
定
価
格
を
明

記

※
で
き
る
限
り
、
購
入
前
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い

期
限
=
6
月
2
1日
～
7

月
9
日

※
1
0月
・
2
月
に
も
募
集

を
予
定
し
て
い
ま
す

申
・
問
先
=
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
課

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

建築設備の定期報告
学校、訶院、ホテル、共
同住宅など多数の人が利用
する特殊建築物のうち、区
長が指定する一定規獏以上
の建築物に設置されている
建築設假( 換気設備、排煙
設備、非常用の照明装置、
給排水設備) の所有者、ま
たは管理者は、毎年定期的
に検査資格者の検査を受け
その結果を区に報告するよ
う定められています。
この制度は、建簗設備の

適正な維 持管理をはかり、
安全、 衛生 、防火、避難の
現状を的 確に把握し災害を
未然に 防止し ようとするも
のです。 報告を要する建築
物およ び建築設備は、表3
のとおり です。 提出先=(
財日本建築設備・昇降機セ
ンタ ー 〒105 ・0001 港区

虎ノ門1- 13- 5 第一天徳
ビル6 階 　3591 ―2421
問先= 建簗審査課設備係

表3　 定期検 査対 象建築物および対象建 築設備
足立区搶築基準法施行細則 により、 定期報告を要す る建築設 憺とし て指定さ

れたものは、下表の( い) 欄の 用途、( ろ) 欄の規模に該当す る建築物に設置さ
れた( は) 欄の建築設備で す。

※ 「A 」とは、当該用途に供 する部 分の 床面積の合 計を示し、「F ≧3 」とは、3
階以上の階に 当該用途に供 する部分の 床面積の合 計が100㎡を 越えるも のを

示す

雨
の
日
は
早
め
に
ブ
レ
ー
キ
を
!

「
雨
天
の
安
全
な
走
り
方
」

□
運
転
を
す
る
前
に

▽
ワ
イ
パ
1
、
ウ
ィ
ン
ド
ー
ウ
オ
ッ
シ

ヤ
ー
液
の
チ
ェ
ッ
ク
・
:雨
の
日
の
視
界

を
厦
保
す
る
た
め
、
ワ
イ
パ
ー
の
ゴ
ム

の
劣
化
状
態
や
ウ
ィ
ン
ド
ー
ウ
オ
ッ
シ

ャ
ー
液
は
十
分
か
、
日
ご
忝
か
ら
点
検

し
ま
し
ょ
う
。

▽
タ
イ
ヤ
の
チ
ェ
ッ
ク
…
タ
イ
ヤ
の
空

気
圧
を
適
正
に
し
、
摩
耗
状
態
に
気
を

配
り
、
タ
イ
ヤ
に
ス
リ
ッ
プ
サ
イ
ン
が

出
て
い
な
い
か
兮
百

ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。

□
走
行
時
の
注
意

▽
車
間
距
離
と
ブ
レ
ー
キ
…
雨
の
降
り

始
め
は
路
面
の
砂
や
ほ
こ
り
が
水
と
混

ざ
り
合
っ
て
、
通
常
の
雨
の
と
き
以
上

に
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
廖
す
。
速
度

を
抑
え
、
車
問
距
離
を
長
め
に
取
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
危
険
を
避

け
る
た
め
に
や
む
を
得
な
い
擶
-
の
ほ

か
は
、
ブ
レ
1
キ
は
数
回
に
分
け
て
踏

み
ま
し
ょ
う
。

▽
早
め
に
点
灯
、
歩
行
者
に
注
意
・
:夕

方
や
昼
間
で
も
暗
い
時
は
早
め
に
ラ
ン

プ
を
点
灯
し
て
、
自
分
の
車
査
目
立
つ

よ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
傘
夲
き

し
て
い
る
歩
行
者
や
皀
転
車
に
は
注
意

を
し
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
っ
て

運
転
」
蚤
し
ょ
う
。

《
交
通
安
全
係
》

掲
示
板

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
(
2
級

課
程
・
夜
間
コ
ー
ス
)
受
講
生
募
集

日
程
=
6
月
2
8日
～
9
月
1
7日
(
全
4
0

日
)
、
午
後
6
時

対
象
=
都
内
で
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望

す
る
方
で
全
日
程
受
講
で
き
る
方

定

員
=
5
0人

費
用
=
8
万
円

期
限
日
6

月
1
7日

申
込
=
所
定
の
申
込
辨
を

郵
送
ま
た
は
持
参

申
・
問
先
=
医
療

杠
団
法
人
福
寿
会

〒
1
2
1
・
0
8
1
6

梅
島
1
-
9
-
5(

5
6
8
1
)
5
0
0
7

□
足
立
・
綾
瀬
あ
か
し
あ
園
職
員
募
集

内
容
H
正
規
指
導
員
1
0人
、
非
常
勠
指

導
員
―
人

対
象
=
社
会
福
祉
主
亊
、

社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
栄
養
士

の
有
資
格
者
ま
た
は
取
得
見
込
者

募

集
期
間
=
6
月
1
4日
～
2
1日

※
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場

・
申
・
問
先
=
▽
足
立
あ
か
し
あ
園

　
心
3
8
4
9
)
1
1
8
8

▽
綾
瀬
あ
か
し
あ
園

(
5
6
8
2
)
7
2
7
2

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

申
込
方
法
が
「(
往
復
)
ハ
ガ
キ
」
の

場
合
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で

=
出
店
者
募
集
=

▼
6
月
2
0日
剛

六
木
団
地

午
前
1
0

時
～
午
後
1
時

※
雨
天
中
止
/
6
0区

画
/
出
店
料
千
円
/
往
復
ハ
ガ
キ
(
6

月
1
5日
必
着
)
/
〒
圍一・
〇
〇
5
3

佐

野
郵
便
局
留
/
斉
藤

(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

▼
6
月
2
6
日
(
土
)
諏
訪
木
西
公
園
午

前
1
0時
～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/
6
0

区
画
/
出
店
料
5
0
0円/
ハ
ガ
キ
(
6

月
1
9日
必
善
)
/
〒
1
2
0・0
0
1
1

中

央
本
町
2
1
9
1
1
/

あ
だ
ち
リ

サ
イ
ク
ル
協
会(

3
8
8
0
)
9
8
0
2

▼
6
月
2
6
日
(
土
)
・
酊
日
同
東
栗
原
団

地
前
公
園

午
前
1
0
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
中
止
/

圈
区
画
/

出
店
料
O

～
2

千
円
/

電
話
/

大
島

(
3
8
8
0
)
8
2
3
0

▼
6

月
2
7
日
日

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
区
役
所
庁
舎
跡
)

午
前
1
0
時
～

午
後
1
時

※
雨
天
中
止
/
6
0
区
圃
/

出
店
料
千
円
/
搶
蹼
一
(
F
呑

竒
)
/

友
本

　
・
隰
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

▼
7

月
4

日
剛

区
役
所
南
側
広
場

午
前
9

時
～
午
後
4

時

※
雨
天
中
止
/
8
0

区
画
/

出
店
料
千
円
/

電
話
/

高

榲

　
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

□ 武道と下町の遊び体験　日時=6月12日( 土) 、午前10時～正午 対 象= 小 ・ 中学 生 内容= 剣道( 風船わり) / け ん玉/ ベーゴ マほ か　費用=150 円( 付き
そ い の 大 人 は 無 料) 　 申 込= 当 日 来 館 場 ・申 ・問 先= 東 京 武 道 館　 　5697- 2115
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生

活

環

境

地
区
計
画
等
の

原
案
を
縦
覧
し
ま
す

区
で
は
、
次
の
地
区
計
田
等
の
原
案

を
縱
覧
し
ま
す
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て

関
係
の
あ
る
方
は
、
区
長
に
対
し
意
見

書
黔
擺
出
す
る
こ
と
が
で
空
吊
歹
。

□
千
住
弥
生
公
園
関
連
の
地
区
計
画
等

の
決
定
お
よ
び
変
更

▽
梅
島
一
丁
目
地
区
地
区
計
画
の
決
定

▽
梅
島
地
区
地
区
計
画
の
変
更

▽
国

道
4
号
A
地
区
(
日
光
街
道
)
沿
道
地

区
計
画
の
変
更

決
定
お
よ
び
変
更
区

域
日
梅
島
一
丁
目
お
よ
ぴ
梅
島
二
丁
目

各
地
内
(
概
ね
都
市
計
画
千
住
弥
生
公

園
の
区
域
)

□
関
連
法
の
改
正
に
伴
う
地
区
計
画
等

の
変
更

▽
伊
興
町
前
沼
地
区
地
区
計
画

▽
竹

ノ
塚
駅
西
囗
地
区
地
区
計
田

▽
高
野

地
区
地
区
計
固

▽
小
台
一
丁
目
地
区

地
区
計
固

▽
花
畑
北
部
地
区
地
区
計

画

▽
島
根
四
丁
目
地
区
地
区
計
画

▽
環
状
7

号
線
A

地
区
沿
道
地
区
計
画

▽
環
状
7

号
線
1
3
地
区
沿
道
地
区
計
固

▽
環
状
7

号
線
c

地
区
沿
道
地
区
計
画

▽
環
状
7

号
線
D

地
区
沿
道
地
区
計
画

▽
国
道
4

号
B

地
区
(

日
光
街
道
)

沿

道
地
区
計
固

※
関
連
法
の
改
正
に
伴

う
地
区
計
画
等
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

先
の
風
営
法
お
よ
び
建
築
基
凖
法
の
改

正
に
伴
う
も
の
で

、
実
質
的
な
内
容
の

変
更
は
あ
n
ま
せ
ん

―
い
ず
れ
も
―

縦
覧
期
間
日
6
月
1
1
日
～
2
4
日

意
見

售
提
出
期
閧
日
6
月
H
日
～
7

月
1
日

縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
先
・
問
先
日

都
市
計
画
係

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

□
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
、
商
業
統

計
調
査

7
月
1
日
、
全
国
一
斉
に
事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
、
商
業
統
計
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
杳
ほ

、
国
や
都
道

府
県
・
区
市
町
村
が
、
こ
れ
か
ら
の
行

政
を
考
凡
て
い
く
た
め
の
基
礎
資
料
と

な
る
も
の
で
す
。6
月
下
旬
か
ら
調
査

員
が
各
亊
業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
H
店

舗
や
エ
場
、
会
社
な
ど
、
人
が
収
入
を

得
て
働
い
て
い
る
全
国
の
民
営
事
業
所

□
登
録
調
査
員
の
募
集

国
勢
調
査
お
よ
び
各
種
統
計
調
査
の

実
施
に
伴
い
、
統
計
係
に
登
録
を
し
て

下
さ
る
登
録
調
査
員
を
鳶
集
し
て
い
ま

す
。
申
込
川
履
歴
斟
を
持
参
ま
た
は
郵

送

申
・
問
先
日
統
計
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

新
築
等
さ
れ
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
建

物
を
新
築
し
た
り
増
改
築
な
ど
で
出
入

囗
を
変
更
す
る
變
ほ

、
あ
ら
た
に
住

居
番
号
(
住
所
)
岑
灰
め
る
た
め
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け
出
が
な

い
と
正
し
い
住
所
が
決
ま
ら
な
い
た
め
、

住
民
票
の
異
勍
等
の
手
続
き
が
で
き
ま

せ
ん
。
棟
卜
げ
・
基
礎
工
亊
が
終
了
し

ま
し
た
ら
、
建
築
確
認
書
一
式
(
特
に

そ
の
中
の
案
内
図
と
配
苣
図
)
を
ご
用

意
の
う
兄
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
建
物
自
体
は
そ
の
ま
ま
で
も
、

ア
パ
ー
ト
な
ど
建
物
の
名
称
が
旁
石
つ

た
燮
扈
届
け
出
が
必
要
で
す
。

問
先
日
戸
籍
住
民
課
住
居
表
示
扣
当

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
目
や
の
ど
を

剌
激
し
た
り
、
植
物
に
も
被
害
を
与
え

ま
す
。
注
意
報
・
齧
報
な
ど
が
出
た
と

き
は
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

▽
な
る
べ
く
外
に
出
な
い

▽
屋
外
運

動
は
や
め
る

▽
自
勳
車
の
運
転
は
で

き
る
だ
け
し
な
い

▽
目
や
の
ど
に
刺

激
奩
穹
た
と
き
は
、
目
を
洗
い
、
う

が
い
を
す
る
。

※
被
害
を
受
け
た
と

き
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

問
先
川
環
境
課
調
整
係

フ
ロ
ン
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

区
で
は
オ
ソ
ン
層
保
護
の
た
め
、
フ

ロ
ン
の
回
収
を
し
て
い
ま
す
。
冷
蔵
廱

や
エ
ア
コ
ン
、
自
勳
車
を
廃
粢
す
る
と

き
は
、
引
取
先
に
必
ず
フ
ロ
ン
回
収
を

し
て
か
ら
処
分
す
る
恚
つ
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
区
内
で
フ
ロ
ン
回
収
を
し
て

い
る
廃
棄
物
処
理
業
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

□
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫

▽
都
清
掃
㈱

(
3
6
0
6
)
0
1
3
5

▽
東
栄
興
業
㈱(

3
8
9
7
)
8
6
0
6

□
エ
ア
コ
ン
の
み

▽
産
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
7
)
0
2
3
6

□
冷
藏
庫
の
み

▽
㈱
東
亰
ク
リ
ア
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
5
)
8
6
2
0

問
先
川
環
境
課
調
整
係

催
し
物
ガ
イ
ド

女
性
総
合

セ
ン
タ
ー
の
催
し

□
女
と
男
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

「
コ
ン
ト
・
フ
ル
ム
ー
ン

」

そ
ん
な
つ
も
り
は
な
い
の
に
、
な
ぜ

か
け
ん
か
に
な
っ
て
し
書
つ
。
そ
ん
な

夫
婦
の
関
係
を
コ
ン
ト
に
仕
立
て
ま
し

た

。
み
ん
な
で
話
し
合
い

、
自
分
の
気

持
ち
忝
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

日

時
目
6
月
2
3
曰
團

、
午
後
6
時
4
5
分
～
&

時
3
0
分

対
象
目
区
内
在
住
在
勤
の

男
女

定
員
日
2
0人
(

先
棯
順
)

□

「
あ
だ
ち
女
性
起
業
冢
支
援
塾

」
入

門
コ
ー
ス

「
い
つ
か
は
自
分
の
店
や
会
社
を
持
つ

て
・
:
」と
夢
見
て
い
た
り
、
「
も
っ
と
う

ま
く
事
業
を
進
め
た
い
」
そ
ん
な
思
い

を
持
つ
て
い
る
方
を
応
援
す
る
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
(
男
性
の
参
加
も
可
)
。

日
時
日
7
月
3

日
出
・
4
日
旧

、
午
前
1
0

時
～
午
後
5

時
3
0
分

内
容
日
起
業

家
事
例
報
告
/

会
社
の
作
り
方
/

事
業

計
画
と
経
営
號
略
な
ど

講
師
日
片
岡

晃
氏
ほ
か

費
用
目
1
万
円

定
員
日
3
0

人
(
抽
選
)

申
込
H
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

参
加
の
動
機
、「
支
援
塾
希
芦
と
叨
記

期
限
卜
6
月
2
4日
必
着

□
「
男
女
平
等
社
会
と
は
」
意
見
募
集

7
月
1
7日
閧
催
の
「
女
性
の
つ
ど
い
」

で
区
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
会
場

に
掲
示
し
ま
す
。

テ
ー
マ
目
「
男
女

平
等
社
会
と
は
」
ま
た
は
「
男
女
共
同

参
圃
杠
会
」

申
込
日
(
ガ
キ
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
叨
記

期
限
川
6
月
3
0日

―
い
ず
れ
も
―

場
・
申
・
問
先
日
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
圀
・
0
8
5
1

梅
田
7
1
3
3
-
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

図
(
3
8
8
0
)
0
1
3
3

夏
花
品
評
会

展
示
会

日
時
日
6
月
1
6日
、
午
後
1
時
～
5

時
/
1
7囗
、
午
前
8
時
3
0分
～
午
後
5

時
/
1
8曰
、
午
前
8
時
3
0分
～
午
後
3

時

場
所
川
区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

内

容
日
区
内
の
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
夏

菊
、ユ
リ
な
ど
約
1
5
0
点

※
1
6曰
午
後
1

時
か
ら
先
着
2
0
0人に
切
り
花
を
配
布

し
ま
す
(
午
後
o
時
3
0分
よ
り
整
理
券

配
布
予
定
)

問
先
日
晨
産
係

出
演
団
体
募
集

□
「
あ
だ
ち
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」9
/
2
6

舞
台
演
技
出
演
団
体
募

集
子
ど
も
の
団
体
は
も
ち
う
へ

大
人

の
団
体
で
も
子
ど
石
対
象
の
内
容
で
あ

れ
ば
歓
迎
で
す
。

場
所
目
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

申
込
H

電
話

申
・
問
先
H
少
年
育
改
係

□
「
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
1
0
/
3
1

参
加
団
体
募
集

場
所
H
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文

化
ホ
ー
ル

申
込
川
電
話

期
限
日
6

月
3
0日

申
・
問
先
日
文
化
振
興
係

▲ ポピ ー(舎 人公園5 月撮影)

庁
舎
来
庁
の
皆
さ
ん
ヘ

節
電
実
施
に
ご
協
力
を

区
財
源
の
節
約
、
省
資
源
・
省
エ
ネ

ル
ギ
フ
対
策
を
考
慮
し
て
庁
舎
で
は
、

電
力
需
要
が
早
(
と
な
る
夏
季
(
6
月
5
9

月
)
の
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で

冷
房
や
照
明
設
備
の
一
部
を
停
止
す
る

な
ど
、
1
0
%程
度
節
電
し
ま
す
。
来
庁

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
先
目
庁
舎
管
理
課

竹
ノ
塚
駅
周
辺
の

放
置
自
転
車
禁
止
区
域

区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
を
自
転
車
孩
愍
m

区
域
に
指
定

し
、
指
定
禁
止
区
域
の
放
置
自
転
車
を

撤
去
し
て
自
転
車
移
送
所
に
保
管
し
て

い
ま
す
。
自
転
車
を
引
き
取
忝
と
き
は
、

撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を
納
め
て
い
た

だ
孝
豕
す
。
ま
た
撤
去
後
2
ヵ
月
を
遜

ぎ
る
と
処
分
し
ネ
す
の
で
、
ご
注
意
ぐ

だ
さ
い
。
竹
ノ
塚
駅
周
辺
は
歩
道
上
の

放
苣
自
転
車
が
多
く
、
ま
た
ス
ー
パ
ー

や
銀
行
、
遊
技
場
利
用
者
の
自
転
車
が

道
路
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
駅
周
辺
で

の
買
物
な
ど
に
は
、
で
き
る
だ
け
歩
い

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
自
転
車
の
場

合
は
、
必
ず
自
転
車
匱
き
場
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

放
置
自
転
車
移
送
先
川

竹
の
罹
移
送
所
(
東
伊
興
町
3
6先
、
竹

の
罹
清
掃
工
場
沿
い
東
武
線
高
架
下
)

問
先
日
自
転
車
係

区営自転 車駐車場一覧

※ 利 用は月 単位ですが ◎ は1 日利用 可( 1 回100円)

民営自 転車駐車場一覧

イラスト・身 近な話題 を募集中!

みんなの

ペ ー ジ

申・問先= 広報係
〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

し
い
の
木

飯

田
治

美
さ

ん
(
竹

の
塚

在
住
)

4
月
1
0日
付
「
あ
だ
ち
広
報
」
の
関

原
の
森
に
「
し
い
の
木
」
が
植
樹
さ
れ

た
と
の
記
事
に
、4
5年
前
の
事
が
な
つ

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

私
の
故
郷
の
神
社
に
し
い
の
大
木
が

何
本
か
あ
り
、
小
学
校
か
ら
帰
る
と
友

達
と
い
つ
も
そ
の
木
の
下
に
行
く
の
で

す
。
枯
れ
葉
の
下
牽
f
で
か
龠
芬
け
る

と
、
小
さ
な
こ
げ
茶
の
プ
ク
ン
と
し
た

実
が
か
く
れ
て
い
ま
す
。
知
つ
て
い
る

人
が
多
い
の
で
な
か
な
か
収
穫
は
、
た

く
さ
ん
は
あ
n
ま
せ
ん
が
、
見
つ
け
た

と
き
の
酉
び
は
、
ひ
と
し
お
で
し
た
。

人
が
通
つ
た
後
で
も
、
風
が
吹
く
と
、

ま
た
落
ち
る
の
で
、
て
い
ね
い
に
見
て

歩
い
た
も
の
で
し
た
。
洋
服
で
ふ
い
て

カ
チ
ツ
と
歯
で
か
む
と
真
つ
白
い
実
が

出
て

、
生
の
ま
ま
で
食
べ
る
こ
と
も
あ
n

汞
し
た
。

現
在
近
く
に
住
む
友
人
の
冢
の
前
に
、

や
は
り
「
し
い
の
木
」
が
2
本
あ
り
、

昨
秋
雨
あ
が
り
の
日
に
、
び
っ
く
り
す

る
程
、
実
が
落
ち
て
い
洫
し
た
。2
、3

日
前
に
、
近
く
ま
で
行
つ
た
時
、
あ

の
実
は
、
ど
う
な
っ
た
か
な
と
の
ぞ
い

て
見
ま
し
た
。
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
色

あ
せ
て

、
重
な
っ
た
ま
ま
落
ち
て
い
ま

し
た
。
ま
る
で
木
の
実
の
残
が
い
で
し

た
。
都
会
の
子
黻
た
ち
は
、
木
の
実
な

ど
興
味
が
な
い
の
か
、
忙
し
く
て
か
ま

っ
て
い
ら
れ
な
い
の
か
、
ほ
か
に
遊
ぶ

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
な
の
か
、

何
か
寂
し
い
思
い
で
、
そ
の
場
を
離
れ

ま
し
た
。
関
原
の
森
も
子
供
た
ち
が
喜

ん
で
実
を
拾
つ
て
く
れ
忝
と
艮
い
な
と

思
い
な
が
ら
ペ
ン
を
と
り
ま
し
た
。

□ 欠陥住宅110番　日時=6月17日( 木) 、午前10時～午後4時　内容=欠陥住宅に関しての被害全般に弁護士と建築士が電話で相談に応じます　専用電話=
3581- 3311( 当 日のみ) 　 《日本弁護士連合会・東京三 弁護士会》
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い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
(
1
4
)

青
和
ば
ら
公
園

あ
っ
、
見
え
て
き
ま
し
た
。
大
き
な

ド
ー
ム
型
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
の
木
…
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
青

井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
道
路
を
進
ん
で
い
く

と
、こ
の
公
園
で
ま
ず
目
に
す
る
風
景

で
す
。
さ
ら
に
近
づ
く
と
、
萼
吋
ど

り
の
草
花
が
歩
道
の
曰
い
石
畳
に
映
え

て
い
ま
す
。
小
鳥
が
さ
え
ず
り
木
の
枝

を
徭
ら
し
て
い
て
、
の
ど
か
な
慝
じ
も

に荼
す
。

中
に
入
る
と
、
一
面
に
4
0種
以
上
の

バ
ラ
が
鱸
え
叭
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、

5
月
中
旬
か
ら
6
月
に
か
け
て
が
見
ご

ろ
だ
そ
う
で
す
。

付
近
で
は
、
常
磐
新
線
の
エ
事
が
進

む
な
ど
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
公
園
で
は
、
そ
れ
奮
心
れ
て
し
ま
う

ほ
ど
ゆ
っ
た
り
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

《
広
報
課
》

青
井
3
-
1
8
-
5

東
武
バ
ス
(

北
千
住
駅
ま
た
は
五
反
野
駅
～

花
畑
桑
袋
団
地
、
花
畑
車
庫
行

き
)
都
推
胝
下
車
徒
歩
1
0分

▲ ドーム型のモニュメント

▲ 見事なフェニッ クスの木

花
だよ り

百合の木

絵: 矢萩和子さん( 鹿浜五丁目)

ユ
リ
に
似
た
花
を
、
5
～
6
月
ご
ろ

咲
か
せ
る
木
で
、
区
内
の
公
園
や
街
路

樹
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
言
い
ま

す
と
、
そ
ん
な
木
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

と
首
を
か
し
げ
ら
れ
る
方
が
多
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

確
か
に
花
は
咲
く
の
で
す
が
、
高
い

木
の
上
で
、
葉
の
間
に
ま
ぎ
れ
て
し
ま

い
、
見
逃
し
が
ち
な
の
で
す
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
木
奮
昇
分
け
る
こ

と
は
、
実
は
、
そ
ん
な
に
難
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
大
は
、
叨
れ
込
み
の
入
っ

た
葉
が
、
半
纏
に
似
た
面
白
い
形
を
し

て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
た
め
、
ユ
リ
ノ
キ
は
、
別
名
(

ン
テ
ン
ボ
ク
と
も
呼
ぱ
れ
て
い
ま
す
。

葉
の
形
に
注
音
ぎ
れ
て
、
ぜ
ひ
、
こ
の

ユ
ニ
ー
ク
な
木
を
見
っ
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。

《公
園
緑
地
課
》

□
区
内
で
ユ
リ
ノ
キ
が
見
ら
れ
る

公
園
・
道
路
(
街
路
樹
)

▽
平
野
公
園
(
平
野
3
l

巧
l
8
)

▽
あ
い
ぐ
み
霆
(

瑙
6

卜
1
2
-
4
9
)

▽
梅
島
1
1
2
5

先
道
路
(

梅
島
東

公
園
南
側
街
路
樹
)

ち
び
っ
子
野
菜
収
穫

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

日
時
川
7
月
2
4日
出
、
午
前
9
時
3
0分
(

雨
天
決
行
)

場
所
川
舎
人
氷
川
神
社

境
内
(
舎
人
5
j
2
1
)

対
象
日
区
内

在
住
の
小
学
生
と
そ
の
親
5
5組
(
抽

選
)

内
容
日
親
子
で
ク
イ
ズ
を
し
な

が
ら
農
家
の
畑
を
回
り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

枝
豆
、
小
松
菜
な
ど
の
野
菜
を
収
穫

※
弁
当
、
水
筒
、
軍
手
、
レ
ジ
ャ
ー
シ

ー
ト
な
ど
を
持
参

費
用
目
1
人
1
0
0円

申
込
川
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
親
子
の

氏
名
・
年
齢
、電
話
番
号
、「
ち
び
っ
子

野
菜
収
穫
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
希

望
」と
明
記
(
返
信
用
に
も
住
所
、
氏
名

を
記
入
)

期
限
川
7
月
2
曰
必
着

申
・
問
先
川
足
立
区
農
業
生
産
者
ク
ラ

ブ
亊
務
局
(
晨
産
係
内
)

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
お
母
さ
ん
の

自
信
を
育
て
ま
し
ょ
う
」

楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を

し
な
が
ら
、
自
分
を
知
り
、
も
っ
と
自

分
を
好
き
に
な
る
こ
と
で
、
お
子
さ
ん

や
自
分
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
素
敵
な
関
係

を
俘
る
方
法
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

日
時
日
6
月
2
4日
、7
月
1
・
8
・
1
5

口
、
い
ず
れ
も
木
曜
曰
の
午
前
1
0時

～
正
午

対
象
目
幼
児
T

～
4
歳
)

の
い
る
母
親

講
師
日
手
塚
郁
恵
氏

百
本
ホ
リ
ス
テ
ィ
ツ
ク
教
育
協
会
副

代
表
)

定
員
川
1
5人
(
先
着
順
)

申
込
川
電
話
(
6
月
1
0曰
か
ら
受
付
)

費
用
日
保
育
保
険
料
6
0
0円(
幼
児
1
人

当
り
全
4
回
分
)

※
保
育
室
あ
り

塲
・
申
・
問
先
川
青
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

郷
土
博
物
館
の

臨
時
休
館

館
内
殺
虫
消
毒
作
業
の
た
め
、
平
常

の
休
館
日
6
月
2
1日
側
の
ほ
か
、6
月
2
2

日
㈹
が
、
臨
時
休
館
訟
彁
リ
ま
す
。

問
先
目
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

地
域
ギ
ャ
ラ
リ
ー

現
代
美
術
展

日
時
日
6
月
1
9日
～
2
7日
、

正
午
～

午
後
7
時
(
最
終
日
は
午
後
5
時
)

塲
所
日
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

費
用
日
無
料

問
先
川
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

老
人
館
交
歓
会

日
時
川
6
月
3
0日
㈹
、
午
前
9
時
4
5分

～
午
後
3
時
3
0分

場
所
日
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

内

容
川
区
内
老
人
館
利
用
者
に
よ
る
踊
り
、

民
朏
、
大
正
琴
な
ど
の
活
動
発
表
と
交

流

費
用
川
無
料

定
員
川
5
0人

申

込
日
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
川
住
区

推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

働
く
親
の
子
育
て
講
座
Ⅱ

第1 回
「
子
ど
も
の
心
に

よ
り
そ
っ
て
」

小
学
生
か
ら
思
舂
期
に
か
け
て
の
子

ど
も
た
ち
の
姿
を

、
教
育
現
場
の
教
師

の
目
を
通
し
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し

し
ま
す
。

日
時
目
6
月
2
6
日
圉

、
午

後
2

時
～
4

時

場
所
目
教
育
研
究
所

対
象
川
主
に
小
学
生
の
父
母
と
地
域
で

子
育
て
に
関
っ
て
い
る
方

※
保
育
室

あ
り

講
師
川
富
山
芙
美
子
氏
(

葛
飾

区
立
堀
切
中
学
校
養
護
教
譫
)

定

員
川
1
2
0人

費
用
川
無
料

申
込
川
当

日
直
接
会
場
へ

※
次
回
は
1
0
月
と
1
1一

月
に
閧
催
し
ま
す

問
先
目
住
区
推
進

課

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

消

費

者

講

座

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の

正
し
い
つ
き
合
い
方
」

日
時
川
7
月
6
日
㈹
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
畤
3
0分

対
象
目
区
内
在
住
・
在

勤
の
方

定
員
日
5
0人
(
先
着
順
)

費
用
日
無
料

申
込
川
電
話

場
・

申
・
問
先
目消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

スケッチあだち
このコ ーナーではまちの 情報・話題を

お待ちし てい ます。

問 先= 広 報 係 　3880- 5111 ㈹

広がれ! 　 障害者とのふれあい

5
月
1
6日
、
佐
野
セ
ン
タ
ー
で
障
害

者
と
健
常
者
と
が
ふ
れ
あ
う
ぉ
祭
、
(
I

ト
&
(
I

ト
9
9
(同
実
行
委
飩
会
主

催
)
が
閧
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
5
回
目
淞
な
り
、
区
内
の
障

害
者
団
体
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
各
種
サ
ー
ク
ル
団
体
な
ど
が
多

数
参
加
。
開
会
式
で
は
、
大
忝
な
輪
と

な
っ
た
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

を
通
じ
、
交
流
奮
諏
め
ま

し
た

。
ほ
か
に
も
手
作
り

品
の
即
売
や
フ
リ

ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー

ム

、
楔
擬
店
な
ど
が
目
白

押
し
で

、
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲「心をこめて作った作品ですよ」(展示販売)

▲ 元 気よく「 いらっし ゃい ませ 」(喫 茶 店)

わたしにもボクにもできた!

柏もちづくり
5
月
8
日
、
西
部
児
童
館
・
老
人
館

で
柏
も
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
も
ち
を
こ
ね
、
柏
の
葉
も

伊
興
中
学
校
(
伊
興
5
丁
目
)
の
柏
の

葉
を
使
つ
た
、
ま
さ
に
本
格
派
。
小
学

生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
し
ま
し
た

が
、こ
の
日
は
や
っ
ぱ
にお
年
寄
り
が

主
役
。「
こ
ん
な
い
い
風
習
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
お
手
伝
い
が
で
き
冫
れ
し

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
年
寄

り
に
教
わ
口
な
が
ら
柏
も
ち
が
出
来
上

が
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
日
常
で
は
あ

ま
り
味
わ
凡
な
い
喜
び
を
表
し
て
い
ま

し
た
。
会
場
は
、
柏
の
葉
の
香
り
が
い

っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
手
作
り
の
も
つ
優

匚
き
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ん
さ
ん
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ひ
ま
わ
り
園
に
デ
ー
ブ
大
久
保
さ
ん
登
場

5
月
8

日

、

知
的
障
害
者

通
所
授
産
施

設

『『
羨

わ

り
園

』
(綾
瀬

七
丁
目
)

で

、

施
設
利
用
者
と
地
域
の
人
た
ち
と
の
交

流
を
深
め
よ
冫
と
『
第
3
回
さ
ん
さ
ん

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
閧
か

れ
ま
し
た
。
地
元
の
人
た
ち
の
和
太
鼓

演
奏
で
幕
閧
け
。
園
で
価
ヱ

げ
た
パ

ン
の
販
売
や
保
護
者
ら
に
よ
る
焼
き
そ

ぱ
・
カ
レ
ー
の
獏
擬
店
。
フ
ル
ー
ト
演

奏
や
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
約
干
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
に
続
き
今
年
も
元
プ
ロ

野
球
選
手
の
デ
ー
ブ
大
久
保
さ
ん
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
。
園
生
ら
と
の
対

話
形
式
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、

「
障
害
者
と
ど
う
つ
き
あ
っ
て
い
ま
す

か
」と
の
問
い
に
、「
最
初
は
ど
う
接
し

て
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
今
言
え

る
こ
と
は
、
お
互
い
に
変
な
垣
根
は
持

た
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
み
ん
な
の
前

で
堂
々
と
質
問
し
て
い
る
君
ら
は
と
て

も
勇
気
が
あ
る
。
自
信
を
持
つ
て
生
き

よ
つ
」
と
熱
く
語
つ
て
い
ま
し
た
。
園

生
に
と
っ
て
、
気
さ
く
な
兄
貴
分
と
い

っ
た
感
じ
の
大
久
保
さ
ん
。
バ
ナ
ナ
の

た
た
き
売
り
も
か
っ
て
出
て
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
一
層
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

衝撃体感!
シートベ ル卜を締めましょう

5
月
1
3日
、
交
通
安
全
運
勣
の
一
環
と
し
て
、
千
住
齧
察
署
の

主
催
に
よ
る
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
衝
撃
体
験
」
が
正
和
自
動
車
教
習

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
習
生
を
中
心
に
時
速
6
㎞
で
の
衝
突
を
体
験
。
時
速
6
㎞
は

遅
い
と
感
じ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
体
験
し
た
方
は
口

奮
気
滉
て
「
思
っ
た
よ
り
す
ご
か
っ
た
」「
結
構
衝
撃
が
く
る
も

ん
だ
ね
疋
」
と
予
想
外
の
衝
鑿
を
体
験
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
必
要

性
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
が
で
て
い
れ
ぱ
、

相
当
な
衝
撃
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

千
住
警
察
署
か
ら
一
言
「
最
近
エ
ア

バ
ッ
グ
が
浸
透
し
て
い
圭
y
が
そ
れ
は

補
助
的
な
も
の
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
き

ち
ん
と
締
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
」。

▲ 時速6 ㎞でも強い衝撃が

▲ 前方の モニターを見ながら衝突を擬似体験

古紙配合率70% 再生 紙を 使用 しています R. K. M　237, 000


